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岐阜県及び愛知県での豚コレラ発生において、「第７回拡大豚コレラ疫学調

査チーム検討会」による主に 13例目から 22例目までの調査結果が報告されま

した。 

農林水産省ＨＰ ☛ http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/index-204.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この提言を踏まえ、豚コレラウイルスの侵入防止、早期発見及びまん延防止

に万全を期すよう、対応をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第３号 

第７回拡大豚コレラ疫学調査チーム検討会の 

調査結果について 

神奈川県湘南家畜保健衛生所 
〒259-1215  平塚市寺田縄 345 

TEL ０４６３－５８－０１５２  FAX ０４６３－５８－５６７９ 

 平時から丁寧な臨床観察を徹底し、異状が認められた場合には、早期通

報をお願いします（豚コレラの特定症状は裏面をご覧ください）。 
 
 飼養者が立入る頻度が高い分娩舎等においては、清掃・消毒・手洗い等

を徹底するとともに、専用長靴を使用しましょう。 
 
 ネズミ等の野生動物対策に万全を期すため、日頃から殺鼠剤の散布や、

消毒効果を考慮して、豚舎周囲を含め、農場敷地内に消石灰の散布を行

いましょう（また、ネズミを狙ってやってくる野生動物等に対して、隠

れ家を与えてしまわないためにも、豚舎周囲の片づけや除草を実施し、

不要なものは廃棄しましょう）。 

  検討会からの提言内容  

 ごく少量のウイルスによって、わずかの個体が感染した場合には、その個体から

感染が拡大し、感染個体が増加して症状が明確になるまで時間がかかる。 

 特に飼養者が立ち入る頻度の高い分娩舎等においては、踏み込み消毒や専用長靴

の使用、立入前の手洗いをこまめに行い、より丁寧な個体ごとの臨床観察が必要。 

 ウイルスが付着している可能性のあるネズミ、ハエ等が発生農場から散逸し、周

辺に移動する際に少量のウイルスを運搬した可能性も否定できない。 

 ネズミ、ハエ等を捕獲又は駆除するための粘着シートの設置、殺鼠剤の散布等を

適切に実施する必要があり、発生農場の近隣の農場では、農場周囲への消石灰の散

布を徹底すること等により、ネズミ等の新たな侵入を防ぐ必要がある。 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/index-204.pdf


 

 


